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ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。           

　

令
和
三
年
度
の
本
協
議
会
は
年
度
当

初
、
四
会
場
に
お
い
て
更
新
時
に
関
わ

る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会
を
実
施
す

る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
発
令
の
た

め
、
三
会
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
研
修
会
実
施
に
あ
た
り
、
公
益
財

団
法
人
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ご

指
導
の
も
と
、
受
講
者
の
全
面
的
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
本

協
議
会
研
修
担
当
役
員
の
皆
様
に
は
過

度
な
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

が
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
研
修

会
関
係
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
衷

心
よ
り
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
県
内
各
支
部
の
計
画
す
る
研

修
会
お
よ
び
講
習
会
も
感
染
防
止
対
策

に
万
全
を
施
し
実
施
で
き
ま
し
た
。
茨

城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
一

日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
、
自
身

で
出
来
う
る
自
助
努
力
を
惜
し
む
こ
と

な
く
感
染
予
防
に
努
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
諸
事
情
を
ご
理
解
戴
き
、
研

修
会
参
加
の
際
に
は
過
分
な
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
年
度
の
研
修
会

等
の
最
新
情
報
を
取
得
さ
れ
、
積
極
的

に
研
鑽
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

支
部
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
認
の
有
資
格
者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

等
の
指
導
者
は
、
よ
り
良
い
指
導
者
と

し
て
指
導
方
法
を
研
鑚
さ
れ
、
理
想
の

指
導
者
へ
の
道
を
歩
ま
れ
ま
す
よ
う
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。  

　

末
尾
で
あ
り
ま
す
が
公
益
財
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
発
信
す
る
最
新

情
報
に
注
目
さ
れ
、「
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
育
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

１
８
」
を
理
解
し
指
導
体
制
の
対
応
を

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
三
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
の
事
業
活
動
を
、
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
本
協
議
会
総
会
は
、
令
和

三
年
四
月
二
十
三
日(

金)

に
茨
城
県

水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館
二
階
会

議
室
で
開
催
し
、「
令
和
二
年
度
本
協

議
会
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
並

び
に
令
和
三
年
度
事
業
計
画
案
さ
ら
に

令
和
三
年
～
四
年
度
本
協
議
会
役
員
選

出
案
が
、
原
案
通
り
全
員
一
致
で
ご
承

認
を
得
ら
れ
ま
し
た
。」

　
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

式
を
代
行
し
て
、(

公
財)

茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
根
本
専
務
理
事
よ
り
、
本

協
議
会
常
任
理
事
会
の
席
上
に
於
い

て
、
県
北
支
部
長
推
薦
で
永
年
表
彰
に

阿
部
幸
江
様
及
び
高
松
淑
子
様
、
さ
ら

に
取
手
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
推
薦
で
近
藤

忠
様
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
本
協
議
会
照
沼
会
長
よ
り

県
西
支
部
長
推
薦
で
功
労
賞
に
吉
沢
匡

美
様
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
主
な
る
事
業
は
、
更
新

研
修
会
（
全
県
研
修
会
・
地
区
研
修
会
）

で
四
会
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

全
県
研
修
会
は
、
研
修
委
員
会
が
主

管
で
令
和
三
年
八
月
一
日
（
日
）
に
水

戸
市
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
教
育
セ
ン

タ
ー
の
二
階
で
二
部
屋
に
分
け
て
同
時

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
場
制
限
を
設
け
て
申
込
者

百
三
十
名
に
対
し
、
受
講
者
百
四
十
名

が
二
部
屋
で
会
員
百
三
十
名
・
未
会
員

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
央
地
区
研
修
会
を
中
央
支
部
が
主

管
で
令
和
三
年
十
月
四
日
（
日
）
に
ひ

た
ち
な
か
市
・
笠
松
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

の
入
場
制
限
を
設
け
て
申
込
者
七
十
三

名
に
対
し
、
受
講
者
六
十
九
名
（
会
員

六
十
二
名
・
未
会
員
七
名
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

県
西
地
区
研
修
会
を
県
西
支
部
が
主

管
で
令
和
三
年
十
一
月
十
四
日
（
日
）

に
下
妻
市
・
千
代
川
公
民
館
一
階
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
の
入
場
制

限
を
設
け
て
申
込
者
九
十
三
名
に
対

し
、
受
講
者
八
十
九
名
（
会
員
七
十
九

名
・
未
会
員
十
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鹿
行
地
区
研
修
会
を
鹿
行
支
部
が
主

管
で
令
和
四
年
一
月
三
十
日
（
日
）
に

鉾
田
市
・
大
洋
公
民
館
で
開
催
予
定
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
、
会
場
が
使
用
で
き
ず

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
会
報
を
毎
年
二
回
﹃
三

月
中
旬
及
び
九
月
中
旬
﹄
発
行
し
て
い

ま
す
。
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会
長
あ
い
さ
つ

令
和
三
年
度　

本
協
議
会
活
動
報
告

鈴 

木 

義 

夫

　
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
　
　
　

事
務
局
長

会
員
入
会
協
力
へ
の

お
ね
が
い

　

会
員
の
皆
様
、
有
資
格
者
の
お

仲
間
に
、
会
員
入
会
を
お
勧
め
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

照 

沼 

一 

美

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
　
　
　

会　

長



　
　

広
報
委
員
会
が
主
管
で
、
原
稿
依

頼
、
研
修
会
取
材
、
文
書
校
正
等
な
ど

編
集
を
行
い
、
印
刷
製
本
後
に
本
協
議

会
事
務
局
か
ら
各
支
部
事
務
局
を
通
じ

て
、
会
員
皆
様
へ
無
料
で
配
布
し
て
お

り
、
そ
の
他
に
各
支
部
が
独
自
の
研
修

会
、
講
習
会
な
ど
の
開
催
と
支
部
便
り

も
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

茨
城
県
に
登
録
し
た
公
益
財
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
は
、
令
和
三
年
十
月
十
三
日
現
在

の
人
数
は
、
三
千
七
百
八
十
二
名
で
あ

り
、
令
和
４
年
一
月
三
十
一
日
現
在
の

本
協
議
会
支
部
別
の
有
資
格
者
及
び
会

員
は
、
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

〇
県
北
支
部
有
資
格
者
三
百
三
十
七
名

　

会
員
数
百
六
十
九
名

〇
水
戸
支
部
有
資
格
者
四
百
三
十
六
名

　

会
員
数
百
六
十
六
名

〇
中
央
支
部
有
資
格
者
六
百
六
十
三
名

　

会
員
数
三
百
四
名

〇
鹿
行
支
部
有
資
格
者
二
百
十
八
名

　

会
員
数
百
三
名

〇
県
南
支
部
有
資
格
者
千
三
百
九
名

　

会
員
数
五
百
四
十
九
名

〇
県
西
支
部
有
資
格
者
四
百
五
十
五
名

　

会
員
数
二
百
十
六
名

〇
県
外
有
資
格
者
百
六
名

　

会
員
数
二
十
八
名

以
上
の
通
り
有
資
格
者
合
計
三
千
五
百

二
十
四
名
、
会
員
数
合
計
千
五
百
三
十

五
名
で
、
会
員
比
率
四
十
三
％
に
な
り

ま
し
た
。

　

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
格
更
新

に
は
、
資
格
取
得
後
及
び
資
格
更
新

後
、
三
年
六
カ
月
以
内
に
一
回
以
上
の

研
修
会
に
受
講
し
た
実
績
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

本
協
議
会
が
主
催
す
る
全
県
研
修

会
、
各
地
区
研
修
会
を
受
講
さ
れ
た

方
々
に
は
、
資
格
更
新
の
案
内
通
知
書

が
、
公
益
財
団
法
人
茨
城
ス
ポ
ー
ツ
協

会
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、
毎
年
四
月
及
び
十
月

に
資
格
取
得
及
び
資
格
更
新
が
完
了
さ

れ
た
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
対
し
、

会
員
入
会
（
更
新
）
の
案
内
文
書
を
送

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
さ
れ
て
ご
入
会

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
の
発
展
に
際
し
、
会
員
皆
様
の

格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
会
員
の
皆
様
、
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に

際
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
協
議
会
と
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
検
討
し
、
安
全
な
研
修
会
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
と
と
も
に
目
標

を
設
定
し
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
が

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
実
践
力
を
高
め

る
支
援
計
画
を
予
定
し
て
参
り
ま
す
。

近
時
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
よ
り
感
動
す
る

中
、
多
く
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
協
議
会
の
基

盤
と
な
る
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
本

会
へ
の
会
員
更
新
と
新
規
入
会
の
推
進

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
応

の
大
切
さ
を
研
修
す
る
場
と
し
て
、
更

新
研
修
会
開
催
を
本
会
委
員
会
と
各
支

部
協
議
会
に
て
計
画
準
備
を
し
て
参
り

ま
す
。

　

現
在
の
協
議
会
の
事
業
運
営
は
、
会

長
を
代
表
に
全
国
連
絡
会
議
に
続
き
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
へ
の
連
携
が
円

滑
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
一
都
七
県
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
の
開
催
が
予
定
さ

れ
、
関
東
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
結
束
力
と
地
位
向
上
を
目
指
す
研
修

会
を
実
施
す
る
計
画
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
開
催
を
持
ち
回
る
こ
と
に
よ

り
、
有
資
格
指
導
者
が
今
日
ま
で
の
課

題
と
し
て
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
お

け
る
新
規
の
取
り
組
み
や
各
競
技
運
営

方
針
、
他
地
域
活
動
協
力
体
制
の
情
報

を
共
有
で
き
る
よ
う
関
東
内
協
議
会
の

連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
の
受
け
持
ち
事
業
と
し
て
、
協

議
会
本
部
と
支
部
組
織
の
連
携
に
よ
る

更
新
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
状

の
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
受
け
る
育
成

補
助
金
を
考
慮
い
た
し
ま
す
と
、
各
地

域
支
部
指
導
者
協
議
会
が
培
っ
た
今
ま

で
の
実
績
を
持
っ
て
い
る
支
部
組
織

が
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
活
か
し
、
現

場
で
対
面
す
る
独
自
事
業
と
し
て
更
新

研
修
会
や
競
技
団
体
講
習
会
を
実
施
さ

れ
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

　

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、
地
域
に

お
け
る
安
全
・
安
心
な
ス
ポ
ー
ツ
現
場

を
実
現
す
る
た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
で
地
域
を
元
気
に

す
る
体
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

情
報
交
換
な
ど
の
協
力
を
頂
け
ま
す
よ

う
、
皆
様
と
と
も
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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顧
問
あ
い
さ
つ

み
な
さ
ん

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
も
っ
と
活
用

　
　
　
　

し
ま
し
ょ
う
！

大 

畠 
宗 
夫

　
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　
　
　
　

指
導
者
協
議
会
顧
問



こ
の
度
、
令
和
三
年
度
公
益
財
団
法

人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
等
表
彰
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
及
び
茨
城
県
ス

ポ―

ツ
指
導
者
協
議
会
、
一
般
財
団
法

人
茨
城
県
剣
道
連
盟
の
皆
様
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
茨
城
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
常
任
委
員
（
剣
道
）
と
ス

タ―

ト
コ
ー
チ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
の
微
力
な
活
動
で
あ
り
ま
し
た
が

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
中
学
二
年
生
の
時
に
剣
道
と
出

会
い
、
以
来
高
校
、
社
会
人
と
続
け
現

在
も
竹
刀
を
握
っ
て
い
ま
す
。
三
十
五

歳
の
時
、
自
宅
に
剣
道
場
を
建
て
地
域

の
子
供
達
の
指
導
を
始
め
ま
し
た
。
剣

道
の
普
及
と
生
涯
を
通
し
て
剣
道
を
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で

す
。
名
称
を
菁
莪
館
と
し
ま
し
た
。
菁

莪
の
意
味
は
「
楽
し
み
な
が
ら
優
秀
な

人
材
を
育
成
す
る
」で
す
。
平
成
元
年
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
た
め
旭
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登
録
、
私
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
活
動
の
始
ま
り
で
す
。

現
在
、
茨
城
県
剣
道
連
盟
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
常
任
委
員
の
指
名
を
受

け
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
剣
道
錬
成
指
導
と
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
剣
道
交
流
大
会
茨
城
県
大
会
の

運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
剣
道
錬

成
指
導
に
お
い
て
は
、
全
日
本
剣
道
連

盟
社
会
体
育
指
導
員
の
先
生
方
十
数
名

と
小
学
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で

の
初
心
者
を
含
め
た
団
員
に
、
楽
し
み

な
が
ら
団
員
相
互
の
交
流
、
礼
儀
作

法
、
所
作
事
、
基
本
技
術
の
修
得
と
大

変
な
課
題
を
背
負
い
な
が
ら
の
指
導
で

す
が
、
楽
し
く
剣
道
が
出
来
る
こ
と
を

一
番
に
考
え
て
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
ス
タ
ー
ト
コ
ー
チ
養
成
講
会

の
講
師
と
し
て
感
じ
る
事
は
、
受
講
す

る
指
導
者
は
皆
、
情
熱
と
使
命
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
都
道
府
県
別
団
数
、
指

導
者
数
、
団
員
数
で
茨
城
県
は
す
べ
て

全
国
三
位
で
す
。
生
き
生
き
と
し
た
指

導
者
が
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
成
果

で
あ
る
と
確
信
す
る
次
第
で
す
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
団
活
動
の
自
粛
、
大
会
の

中
止
等
何
も
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、

我
々
指
導
者
は
、
安
全
管
理
と
危
機
管

理
の
徹
底
を
図
り
、
今
は
我
慢
の
時
だ

と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら
優
秀
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
な
る
事
を
願

い
な
が
ら
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

茨
城
県
山
岳
連
盟
は
、
加
盟
二
十
六

団
体
に
会
員
数
約
八
百
名
を
数
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
の
普
及

・
振
興
、
安
全
登
山
の
普
及
、
自
然
環

境
保
護
活
動
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
に
、
昭
和
三

十
年
、
加
盟
十
三
団
体
で
発
足
、
同
年

の
神
奈
川
国
体
の
山
岳
競
技
に
参
加
し

た
と
の
記
録
が
あ
る
。
山
岳
競
技
と
い

う
の
は
、
登
山
活
動
の
要
素
で
あ
る
縦

走
や
幕
営
の
技
術
を
競
技
と
し
て
競
い

合
う
も
の
で
、
国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
競
わ
れ
、
多
く
の
岳
人
が
活
躍
し
て

き
た
。
国
体
で
は
、
平
成
十
七
年
の
第

六
十
回
岡
山
大
会
が
山
岳
競
技
の
名
称

の
最
後
で
、
翌
年
の
兵
庫
国
体
、
翌
々

年
の
秋
田
国
体
は
山
岳
競
技
が
縦
走
と

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
二
本
立
て
と
な
り
二

回
開
催
、
平
成
二
十
年
の
第
六
十
三
回

大
分
国
体
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
岳
連
で
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
の
名
称
が
見
え

る
の
は
平
成
四
年
で
、
か
な
り
早
い
時

期
か
ら
注
目
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

コ
ー
チ
資
格
は
、
自
然
の
岩
場
を
登

る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
人
工

の
壁
と
ホ
ー
ル
ド
を
、
安
全
を
確
保
し

て
登
り
そ
の
技
術
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
二
種
に
別
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
の
二

十
年
程
の
間
に
老
若
男
女
を
問
わ
ず
広

い
年
代
層
に
普
及
し
た
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
、
国
体
で
は
歴
史
の
あ
る
山
岳
競

技
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
正
式
種
目
に
採
用
さ
れ
、
龍

ケ
崎
市
出
身
の
野
口
啓
代
選
手
の
銅
メ

ダ
ル
の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

山
岳
連
盟
で
は
、
四
月
の
国
体
県
予

選
会
で
新
年
度
の
幕
を
開
け
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
参
加
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
勝
ち
上
が
れ
ば
秋
の
国
体
へ

の
参
加
が
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
若
年
層
の
選
手
発
掘
を
目
的
に

始
ま
っ
た
秋
の
坂
場
杯
、
選
手
発
掘
・

育
成
を
担
う
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
、
コ

ー
チ
や
審
判
員
の
研
修
、
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
行
事
は
多
い
。

　

一
方
で
、
加
盟
団
体
の
会
員
の
多
く

が
登
山
者
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
愛
好
者
は
一
～
二
割
程
度
で
競
技

に
参
加
す
る
選
手
は
更
に
少
な
い
。
会

員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
活
躍
出
来
る
指

導
者
も
減
少
傾
向
で
、
大
会
を
運
営
す

る
役
員
集
め
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
実
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令
和
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年
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公
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）
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市
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︶
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ポ
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会

　
　
　
　
　

加
盟
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介
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沢 

隆 

一

　
茨
城
県
山
岳
連
盟　
　
　
　

理
事
長　
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情
で
あ
る
。
ま
た
、
登
山
愛
好
者
を
対

象
と
し
た
岩
登
り
講
習
会
、
冬
山
講
習

会
、
清
掃
登
山
を
開
催
し
、
安
全
登
山

の
普
及
と
自
然
保
護
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
同
様
に
指
導
者
が
高
齢
化
し
、

新
た
な
指
導
者
の
育
成
が
急
務
で
あ

る
。

　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
の
度
、
競
技
団
体
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
競
技
実
績
で
は
、
開
催
期

間
中
で
は
あ
り
ま
す
が
Ⅴ
リ
ー
グ
は
、

日
立
リ
ヴ
ァ
ー
レ
が
８
位
、
Ⅴ
２
リ
ー

グ
で
つ
く
ば
サ
ン
ガ
イ
ヤ
７
位
、
大
学

で
は
秩
父
宮
杯
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
学
選
手
権
大
会
に
て
筑
波
大
学
の
男

子
が
４
位
、
女
子
が
３
位
、
中
学
で
は

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
に
て
５
位
と
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
開
催
さ
れ
る
Ⅴ
リ
ー
グ
の
大

会
運
営
を
、
小
バ
連
、
高
体
連
、
家
婦

連
実
連
の
皆
様
が
協
力
連
携
し
大
会
を

成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
諏

訪
理
事
長
の
提
案
で
Ⅴ
リ
ー
グ
の
前
座

試
合
を
中
体
連
男
女
選
抜
チ
ー
ム
の
紅

白
戦
や
、
高
校
選
抜
と
の
ゲ
ー
ム
を
実

施
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
に
夢
を
与
え

る
素
晴
ら
し
い
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
環
境
や
ボ

ー
ル
が
異
な
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
等
、
目
的
に
多
様
性
が
あ

る
競
技
で
す
。

　

し
か
し
、
東
京
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
か
ら
メ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
人
気
も
陰
り
が
見

え
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
の
部
活
動
で

は
女
子
は
減
少
傾
向
で
、
男
子
部
員
と

チ
ー
ム
は
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

界
を
支
え
て
い
た
学
校
の
部
活
動
は
、

段
階
的
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
移
行
さ
れ

ま
す
。
バ
レ
ー
界
の
現
状
は
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
茨
城
県
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
団
体
は
、
協
会
を
中
心
と
し
て
、
社

会
人
か
ら
学
生
ま
で
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

チ
ー
ム
と
の
連
携
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
強
み
を
生
か
し
、
今
後
は
選
手
強
化

と
普
及
活
動
を
連
携
し
て
実
施
し
、
他

種
目
の
競
技
団
体
か
ら
も
学
び
、
よ
り

発
展
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
８
月
に
公
認
コ
ー
チ
講

習
会
を
実
施
予
定
で
す
。
多
く
の
方
に

受
講
し
て
頂
き
、
選
手
の
育
成
に
生
か

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
や
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
て
発
展
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
団
体
へ
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
公
認
指
導
者

の
資
格
を
取
る
た
め
に
、
茨
城
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
で
行
う
の
で
は
な
く
、

関
東
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
し
て
開
催

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
殆
ど
は
千
葉
県

に
於
い
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
茨
城
県

で
は
講
師
と
し
て
指
導
で
き
る
人
材
が

あ
ま
り
居
り
ま
せ
ん
し
施
設
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
チ
ー
ム
も
揃
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
千
葉
県
の
理
科
大
で
お
世
話

に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
関
東
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
で
行
っ
て
頂
く
こ
と
に
賛

成
で
す
。
大
会
に
は
、
監
督
の
方
々
は

指
導
者
の
資
格
を
持
た
な
い
と
参
加
で

き
な
く
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　

大
会
も
茨
城
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
地
区
大
会
）
か
ら
始
ま
り
、
優
勝
し

た
チ
ー
ム
が
そ
の
ま
ま
全
国
大
会
へ
参

加
へ
の
場
合
と
、
優
勝
し
た
チ
ー
ム
が

関
東
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
管
と
な
っ

て
大
会
が
開
か
れ
、
上
位
チ
ー
ム
が
全

国
大
会
へ
と
進
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

頑
張
っ
て
全
国
大
会
で
優
勝
を
な
し
と

げ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
関
東
小
学
生
選
抜
男
女
大
会

が
、
ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
運
動
公
園

で
、
関
東
高
等
学
校
男
女
大
会
は
、
女

子
の
部
が
那
珂
市
那
珂
総
合
公
園
で
、

男
子
の
部
は
桜
川
市
真
壁
運
動
場
と
岩

瀬
総
合
運
動
公
園
で
、
中
学
校
男
女
茨

城
大
会
が
那
珂
市
那
珂
総
合
公
園
で
、

関
東
大
学
選
手
大
会
は
、
石
岡
市
八
郷

総
合
運
動
公
園
と
石
岡
市
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
女
子
リ
ー
グ
２
部
順
位

決
定
戦
が
、
小
美
玉
市
希
望
ヶ
丘
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
茨
城
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
、
笠
松
運
動
公
園
野
球

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

茨
城
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
数
多

く
の
大
会
を
毎
週
行
っ
て
お
り
ま
す
。

応
援
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。

　

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
収
ま
っ

て
貰
い
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　
「
中
山　

由
起
枝
の
レ
ガ
シ
ー
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
一
年
延
期
と
い
う
異

例
処
置
で
迎
え
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
。
世
論
の
様
々
な
意
見
は
も
ち
ろ

戸 
澤  　

勉

　
茨
城
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

　
　

事
務
局　

高 

橋 

義 

道

　
茨
城
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

　
　

理
事
長　

令
和
三
年
度 

茨
城
県
ス
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指
導
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ん
、
母
国
開
催
に
向
け
た
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
自
体
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
不
安
を
仰

ぐ
発
信
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ

る
。
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
、
肩
身
の

狭
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
。
私

も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
は

東
京
大
会
が
、
五
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
舞
台
と
な
っ
た
が
、
実
際
に
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
自
問
自
答
が
続
く
日
々
を
過
ご

し
た
。
し
か
し
、
長
い
ア
ス
リ
ー
ト
キ

ャ
リ
ア
か
ら
ど
ん
な
困
難
な
局
面
に
遭

遇
し
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
自
身

の
マ
イ
ン
ド
を
し
っ
か
り
と
リ
セ
ッ
ト

し
、
向
か
う
べ
き
方
向
へ
シ
フ
ト
す
る

こ
と
で
、
集
大
成
と
位
置
づ
け
て
い
た

今
大
会
に
お
い
て
、
全
力
を
尽
く
し
競

技
生
活
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、
決
し
て
一
人
で
は
成
し
遂

げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
ス
ト
ー
リ

ー
。「
チ
ー
ム
中
山
」
の
一
人
一
人
が
、

自
分
の
役
割
を
徹
底
し
、
着
々
と
ゴ
ー

ル
に
向
か
う
。
私
を
信
じ
て
枠
組
み
を

整
え
て
く
れ
た
仲
間
。
私
は
そ
の
枠
組

み
に
乗
り
、
全
て
の
力
を
発
揮
し
た
。

夢
を
共
有
し
歩
ん
で
き
た
メ
ン
バ
ー
に

は
、
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
が
溢
れ
て

や
ま
な
い
。
よ
く
あ
る
質
問
で
「
母
国

開
催
で
緊
張
し
た
か
」
と
い
う
質
問
を

受
け
る
。
そ
の
答
え
は
別
角
度
で
、「
緊

張
よ
り
愉
し
ん
だ
」
と
答
え
る
。
気
持

ち
の
良
い
緊
張
感
と
、
念
願
叶
い
一
年

待
っ
た
舞
台
に
立
て
た
興
奮
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
景
色
、呼
吸
、風
、太
陽
、

空
、
に
お
い
、
五
感
す
べ
て
で
感
じ
、

一
瞬
一
瞬
が
愛
お
し
く
感
じ
た
。
こ
れ

が
最
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
決
め
て
い

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
七
月
三
十
一

日
、
ず
っ
と
フ
オ
ー
カ
ス
を
当
て
て
き

た
混
合
ト
ラ
ッ
プ
。
東
京
大
会
か
ら
、

正
式
採
用
さ
れ
た
種
目
で
あ
る
。
個
人

戦
で
出
場
し
た
夫
と
ペ
ア
を
組
み
戦
っ

た
。
奇
跡
は
最
後
に
待
っ
て
い
た
。
メ

ダ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
二
人

揃
っ
て
満
点
で
締
め
く
く
り
チ
ー
ム
最

高
点
を
マ
ー
ク
し
た
。
そ
し
て
、
五
位

入
賞
を
果
た
し
た
。
日
本
の
銃
刀
法
の

観
点
か
ら
、
メ
ダ
ル
獲
得
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
る
中
、
そ
の
夢
ま
で
あ
と

一
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
価

値
や
力
と
い
う
も
の
は
、
人
の
心
を
動

か
す
。
私
が
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
得
た
レ
ガ

シ
ー
は
様
々
な
場
面
で
伝
え
、
発
信
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

　

全
県
研
修
会  

講
話

　
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
の
姿
勢
」

　

技
（
わ
ざ
）
は
私
た
ち
に
向
上
心
を

か
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。
苦
労
し
て
達

成
し
た
と
き
の
喜
び
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け

ず
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
何
度

も
く
り
返
し
ト
ラ
イ
し
ま
す
。
そ
の

際
、
正
し
い
身
体
の
使
い
方
で
な
い
と

ケ
ガ
を
し
た
り
、
次
の
発
展
技
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。
悪
い
学
習
も
あ
る
の
で
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
一
人
ひ
と
り
の
身
体
は

違
い
ま
す
。
育
っ
て
き
た
環
境
も
異
な

り
ま
す
。
自
分
の
身
体
の
声
を
上
手
に

聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
う
ま
く
表

現
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
指
導
者
は

技
の
構
造
や
身
体
の
仕
組
み
を
正
し
く

理
解
し
た
上
で
、
取
り
組
ん
で
い
る
人

の
（
身
体
の
）
声
を
引
き
出
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
コ
ー
チ
ン
グ
は

技
に
取
り
組
む
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
総
合
的
な
取
り
組
み
な
の
で
す
。

　

や
っ
て
み
た
い
気
持
ち
よ
り
も
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
人
に
は
、
安
心
感
を

与
え
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を
よ
り
確

実
に
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
で
き
そ
う
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
人

に
見
ら
れ
て
い
る
と
ハ
ッ
ス
ル
す
る
け

れ
ど
、
一
人
だ
と
つ
い
つ
い
サ
ボ
っ
て

し
ま
う
人
に
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
課

題
を
提
示
し
て
、
次
の
機
会
ま
で
待
ち

ま
し
ょ
う
。
最
初
か
ら
う
ま
く
で
き
る

人
は
い
ま
せ
ん
。
失
敗
し
て
も
ト
ラ
イ

し
た
こ
と
を
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

で
き
る
だ
け
具
体
的
で
成
果
を
数
値

な
ど
で
確
認
で
き
た
り
、
映
像
で
し
っ

か
り
と
見
て
取
れ
る
よ
う
な
目
標
を
話

し
合
い
な
が
ら
設
定
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
完
成
さ
れ
た
技
に
向
か
っ
て
進
む

よ
り
も
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
過
程

で
、
ど
の
よ
う
な
感
覚
を
つ
か
ん
だ
の

か
、
特
に
筋
感
覚
や
姿
勢
に
つ
い
て
一

緒
に
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
に
い
ら
だ
っ
て
い
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
に
、な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
（W

hy

）

と
問
う
の
で
は
な
く
、
何
が
見
え
た
？

ど
こ
が
見
え
た
？
い
つ
見
え
た
？
ど
ん

な
感
じ
だ
っ
た
？
と
具
体
的
に
答
え
ら

れ
る
問
い
か
け
（
４
Ｗ
１
Ｈ
）
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
心
と
気
持
ち
と
身
体

が
落
ち
着
い
た
時
に
、
次
の
方
策
を
設

定
す
る
た
め
に
、
失
敗
の
原
因
を
冷
静

に
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　

指
導
者
自
身
が
「
学
び
」
続
け
る
姿

勢
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
う
ま
く
い
か
な
い
時
こ
そ
、
相
手

に
何
か
を
求
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

指
導
者
自
身
が
、
自
分
の
心
身
を
う
ま

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
創
意
工

夫
を
重
ね
る
姿
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
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指
導
者
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は

コ
ロ
ナ
渦
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で

の
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
の
指
導
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
が
猛
威
を
振
る
っ
て
居
る

状
況
下
、
更
に
困
窮
を
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

令
和
三
年
度
の
事
業
は
、
令
和
三
年
四

月
二
十
四
日
㈯
に
総
会
の
開
催
を
し
、

（
十
四
名
出
席
と
委
任
状
出
席
）
令
和

二
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

令
和
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
計

画
・
中
央
支
部
規
約
の
一
部
変
更
等
が

可
決
致
し
ま
し
た
。

　

支
部
講
習
会
は
（
救
急
救
命
）
六
月

五
日
㈯
に
開
催
を
し
、
参
加
者
十
五
名

受
講
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
消
防
署
か
ら
受
領
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、中
央
地
区
研
修
会
を（
六
十
九

名
参
加
）
令
和
三
年
十
月
四
日
㈰
に
開

催
し
、
中
央
支
部
主
管
で
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
の
支
部
活
動
に
付
き
ま
し
て

は
、
令
和
四
年
度
の
総
会
ま
で
大
き
な

活
動
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
支
部
運

営
活
動
と
し
て
、
令
和
三
年
度
の
最
終

事
業
報
告
・
収
支
予
算
報
告
を
す
る
為

の
会
議
及
び
令
和
四
年
度
総
会
の
準
備

等
で
、
三
回
程
打
合
せ
を
行
い
ま
す
。

総
会
開
催
予
定
は
、
四
月
十
六
日
㈯
・

午
前
十
時
～
、
ひ
た
ち
な
か
市
・
松
戸

体
育
館
で
行
い
ま
す
。
中
央
支
部
の
会

員
皆
様
に
は
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

令
和
四
年
度
ま
で
は
、
支
部
総
会
・

支
部
講
習
会
の
参
加
会
員
が
少
な
い
状

況
で
、
な
ぜ
参
加
が
少
な
い
か
を
考
え

て
い
ま
す
。
並
び
に
支
部
の
役
割
は
、

何
で
あ
る
か
に
付
い
て
も
話
し
合
い
を

し
て
い
ま
す
。
支
部
の
役
割
は
、
会
員

の
活
動
を
支
援
す
る
よ
う
努
め
る
事
で

あ
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
に
は
支
部

と
会
員
と
の
距
離
間
を
更
に
近
く
す
る

よ
う
に
す
る
事
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
会
員
皆
様
に
支
部
活
動
を
理
解
し
て

頂
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
支

部
の
動
向
な
ど
広
く
情
報
提
供
を
行
い
、

支
部
の
活
動
を
周
知
し
て
頂
く
事
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
令
和

四
年
度
よ
り
支
部
単
独
の
支
部
だ
よ
り

を
発
行
す
る
提
案
が
役
員
の
中
か
ら
あ

り
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
実
施
す
る
事

に
し
ま
し
た
。
目
標
は
、
令
和
四
年
九

月
末
に
発
行
す
る
こ
と
で
す
。
発
行
ま

で
暫
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
今
後
も
会

員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　

鹿
行
支
部
で
は
、
二
年
に
一
回
行
わ

れ
る
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
鹿
行
地

区
研
修
会
が
、
令
和
四
年
一
月
三
十
日

（
日
）
鉾
田
市
大
洋
公
民
館
で
実
施
す

る
予
定
で
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
会
議
を

行
い
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
令

さ
れ
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
、
三
月
十

三
日
の
延
期
開
催
も
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で

も
あ
り
、
念
入
り
に
計
画
・
準
備
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。
次
回
は
、
た
く
さ

ん
の
会
員
さ
ん
に
対
し
て
、
充
実
し
た

研
修
会
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
鹿
嶋
市
で
行
わ
れ

て
い
る
鹿
嶋
市
認
定
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

通
称
「
か
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
」

と
言
い
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰

も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
豊
か
な

指
導
技
術
と
運
営
能
力
を
持
つ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
専
門

講
座
で
、
２
時
間
１
単
位
で
、
10
単
位

の
内
８
単
位
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
終

了
証
及
び
鹿
嶋
市
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
証
が
授
与
で
き
ま

す
。
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
同
じ

よ
う
な
講
習
を
鹿
嶋
市
・
鹿
嶋
市
教
育

委
員
会
・
か
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主

催
で
年
１
回
、
20
年
程
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
も
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資

格
を
活
用
し
て
講
習
会
の
講
師
を
務
め

年
１
回
の
緊
張
感
を
味
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
各
市
で
も
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と

ら
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
情
報
交
流
が
な
さ
れ
る

と
、
よ
り
充
実
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
是
非
、
各
市
な
ど
で
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
鹿
行
支
部
の

活
動
委
員
に
は
各
市
の
行
政
よ
り
ス
ポ

ー
ツ
関
係
者
が
委
員
に
入
っ
て
頂
き
、

様
々
な
行
事
開
催
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
だ
け
で
行
事
を
進
め
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
各
支
部
の

皆
様
も
、
支
部
委
員
に
行
政
関
係
者
の

方
も
入
っ
て
頂
く
様
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

で
は
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
を

こ
れ
以
上
拡
げ
な
い
よ
う
日
頃
の
感
染

防
止
努
力
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　⑺ 茨城県スポーツ指導者協議会会報 　　第 84 号　

支

部

だ

よ

り

五
十
嵐 

雅 

晴

　

事
務
局
長

中
央
支
部

君
和
田 

治
也

 

副
支
部
長

鹿
行
支
部



　

令
和
二
年
一
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
が
確
認
さ
れ
て
か
ら

丸
二
年
経
ち
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
終

息
を
見
ず
、
最
近
は
感
染
力
の
強
い
変

質
株
、
ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
拡

大
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
指
導
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
自
粛
を
強
い

ら
れ
、
い
つ
も
通
り
の
指
導
、
活
動
も

ま
ま
な
ら
ず
苦
悩
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
し
、
平
穏
な
日
常
生

活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
、
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
南
地
区
研
修
会
は
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
支
部
役
員
の
改
選

時
期
で
、
私
を
含
め
ほ
ぼ
全
員
が
信
任

と
な
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
右
も
左

も
分
か
ら
ず
に
迷
い
さ
ま
よ
い
歩
ん
で

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
為
、
役
員
会
や
総
会
が
文
書

承
認
に
な
る
等
、
波
乱
の
一
年
で
し

た
。
そ
れ
で
も
新
役
員
の
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
何
と
か
一

年
目
を
無
事
に
締
め
く
く
れ
そ
う
で

す
。
新
役
員
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
一
月
十
六
日
に
石
岡
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
主
催
、
石
岡
市
消
防
署
講
師
の

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
及
び
普
通
救
命
講
習
会
１
」

を
受
講
し
ま
し
た
。
前
回
は
七
年
程
前

で
、
も
う
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し

た
。
受
講
の
中
で
、
倒
れ
て
介
助
さ
れ

ず
、
手
遅
れ
で
亡
く
な
っ
た
女
の
子
の

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
誰
か
救
命
で
き

る
人
が
い
た
ら
救
わ
れ
た
の
に
・
・
・
・
・

こ
ん
な
悲
し
い
出
来
事
が
再
発
し
な
い

よ
う
に
、
沢
山
の
人
が
救
命
講
習
を
受

講
し
て
、
万
が
一
に
備
え
ら
れ
る
と
良

い
で
す
ね
。

　

来
年
度
は
県
南
地
区
研
修
会
が
、
令

和
四
年
十
一
月
十
三
日(

日)

阿
見
町

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
役
員
の
方
々
、
会
員

の
方
々
に
は
事
前
準
備
、
開
催
当
日
と

多
々
ご
無
理
を
申
し
ま
す
が
、
宜
し
く

ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
役
員
で
の
県
南
地
区
研
修

会
の
開
催
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
茨

城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
及
び
関
係
部
署
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
の
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
県
西
支
部
の
活
動
も
終
わ

り
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
総
会
も

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
企
画
し
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
や
は
り
開
催
で
き
ず

残
念
な
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
隔
年
実
施
し
て
い
る
茨
城

県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
県
西
地
区
研
修
会

は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
四
日
（
日
）

下
妻
市
千
代
川
公
民
館
で
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
デ
ル
タ
株

の
第
五
波
の
狭
間
で
、
ホ
ー
ル
収
容
人

数
の
緩
和
も
あ
り
、
当
初
六
十
人
の
予

定
が
九
十
人
ま
で
可
能
と
の
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
会
員
を
含
め
八
十

九
人
の
参
加
で
実
施
致
し
ま
し
た
。
実

施
す
る
に
当
た
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
対
策
の
研
修
会
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
遵
守
し
、
県
西
支
部
役
員
の
方

々
の
協
力
の
も
と
開
催
し
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
研
修
会
の
内
容
は
講
演
Ⅰ

「
パ
ワ
ハ
ラ
と
選
手
の
成
長
！
悪
気
は

な
い
の
に
な
ぜ
？
」
講
演
Ⅱ
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
築
く
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
」
講
師
の
お
二
方
は
、
前
回
研

修
会
に
引
き
続
き
日
本
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

チ
ン
グ
協
会
、
茂
木
ゆ
う
い
ち
先
生
・

佐
藤
誠
一
先
生
に
お
願
い
致
し
ま
し

た
。

　

講
演
Ⅰ
で
は
、
昨
年
と
同
様
に
研
修

会
参
加
者
を
交
え
て
二
人
一
組
に
な

り
、「
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
を
話
し
合
う
」

場
面
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
英
訳
す
る
と

苦
し
め
る
こ
と
、
悩
ま
せ
る
事
、
迷
惑

の
意
味
と
あ
り
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
指
導
目
的
・
勝
つ
こ
と
を

目
的
と
は
、
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
五
段
階

を
用
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
何
を

ど
う
す
れ
ば
パ
ワ
ハ
ラ
で
は
無
く
な
る

の
か
？
選
手
と
選
手
指
導
の
同
意
を
得

る
等
、
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
講
義

で
一
時
間
半
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ

終
了
し
ま
し
た
。

　

講
演
Ⅱ
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
築
く
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
と
題

し
て
佐
藤
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

の
講
義
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
？
隣
の
人
と
話
を
す
る
形
式
で
、
相

手
の
人
に
ス
ム
ー
ズ
に
意
思
を
伝
え
ら

れ
る
か
？
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ク
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
と
は
？
デ
ザ
イ
ン
で
き
て
い
る
人

は
自
分
の
強
み
、
弱
み
を
知
っ
て
い
ま

す
。
強
み
を
言
語
化
、
弱
み
を
言
語
化

で
き
ま
す
。
よ
っ
て
考
え
を
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
は
ど
ん
な
方
法
で
指
導
し
て
い
る
の

か
？
何
を
い
つ
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
ど

ん
な
順
序
で
実
行
す
る
の
か
？
配
布
さ

れ
た
質
問
集
を
用
い
て
、
参
加
者
二
人

一
組
で
交
互
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
に
対
す
る
「
ゴ
ー
ル
を

明
確
に
す
る
」
で
は
研
修
会
受
講
者
の

中
に
、
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
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昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
社
会
生
活
に
お
い
て
、
又

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
様
々
な
制
約

（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
）
の
中
で
の
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
３
ケ
月
単

位
で
感
染
爆
発
が
あ
る
？
を
予
測
す
る

メ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
が
、
１
月
に

入
り
又
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
気
を

抜
か
ず
に
、
日
々
の
活
動
の
中
で
３
密

回
避
・
マ
ス
ク
着
用
・
手
洗
い
等
を
徹

底
し
て
、
自
己
防
衛
と
他
者
へ
の
感
染

を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　

県
北
支
部
に
お
い
て
は
、
支
部
定
例

役
員
会
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
総
会
決

議
に
際
し
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
中
止

の
場
合
は
、
役
員
の
同
意
の
も
と
送
料

の
か
か
ら
な
い
メ
ー
ル
等
で
の
議
案
発

議
の
形
で
、
役
員
間
で
情
報
を
共
有

し
、
支
部
活
動
の
活
性
化
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
県
北
支
部
で
は
計

四
名
の
新
役
員
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

三
年
度
総
会
に
お
い
て
二
名
、
高
田
美

保
子
・
海
老
原
隆
司
さ
ん
を
迎
え
、
ま

た
、
令
和
四
年
度
に
向
け
更
に
二
名
、

滑
川
浩
之
・
菅
野
恵
子
さ
ん
に
支
部
活

動
に
参
加
し
て
頂
き
、
新
年
度
に
県
協

議
会
に
報
告
の
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
支
部
に
お
い
て
は
、
資
格
更
新

の
た
め
の
支
部
研
修
会
も
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
関
係
で
計
画
で
き
ず
、
ま
た
、
県

や
国
の
研
修
会
も
受
講
を
逃
し
苦
慮
さ

れ
た
会
員
も
い
ら
し
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
各
競
技
団

体
の
救
済
措
置
で
受
講
免
除
や
、
リ
モ

ー
ト
受
講
・
リ
ポ
ー
ト
提
出
等
で
、
資

格
更
新
が
出
来
る
も
の
と
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
指
導
者
マ
イ
ペ
ー

ジ
に
登
録
す
る
等
で
更
新
講
習
会
の
情

報
を
取
得
し
、
四
年
に
一
度
と
安
心
せ

ず
に
早
め
に
講
習
を
完
了
し
て
お
く
事

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
支
部
の
事
業
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
四
年
度
県

北
地
区
研
修
会
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
事
業
の
メ
イ
ン
に
な
る
予
定
で

す
。
実
施
時
期
、
場
所
等
は
選
定
中
で

す
が
、
県
協
議
会
の
研
修
会
案
内
を
確

認
し
、
出
ら
れ
る
研
修
会
に
て
受
講
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
支
部
広
報
紙

「
あ
み
ー
ご
」
等
を
通
じ
て
の
情
報
発

信
と
、
会
員
の
自
己
研
鑽
に
寄
与
す
る

研
修
会
等
の
実
施
に
努
め
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
り
、

令
和
四
年
二
月
二
十
日
ま
で
市
民
セ
ン

タ
ー
や
体
育
施
設
な
ど
、
感
染
が
拡
大

傾
向
に
あ
る
た
め
、
施
設
は
利
用
制
限

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
人
へ
の
感

染
が
拡
大
し
て
お
り
、
リ
モ
ー
ト
や
オ

ン
ラ
イ
ン
活
用
に
移
行
す
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
新
し
い
も
の
と
前
向
き
に
考

え
最
善
の
こ
と
を
や
る
こ
と
が
重
要
と

思
う
が
、
昨
秋
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
で
は
、
落
ち
着
き
が
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

研
修
を
予
定
し
て
も
参
加
者
の
申
し

込
み
は
な
く
、
年
間
計
画
・
研
修
予
定

も
伝
え
ら
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。

　

水
戸
支
部
で
は
、
昨
年
九
月
十
二
日

水
戸
地
区
救
急
救
命
講
習
会
の
協
力
に

よ
る
開
催
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
日
常
の
状
況
を
見
な
が
ら
良
い

活
動
に
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
ん
な
感
染
影
響
の
中
、
十
二
月
十

二
日
水
戸
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で

は
、
県
の
協
力
を
得
て
水
戸
市
上
中
妻

グ
ラ
ン
ド
に
て
、
競
技
者
の
審
判
資
格

を
得
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
多
岐
に
わ
た
る
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
、
競
技
者
と
し
て
期
待
を

し
て
お
り
ま
す
。
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引 　

 

健

　

事
務
局
長

県
北
支
部

水
戸
支
部

吉 

田 

広 

光

　

支 

部 

長

出
場
し
た
中
山
由
起
枝
選
手
（
ク
レ
ー

射
撃
）
が
お
り
、
茂
木
先
生
が
質
問
側

に
な
り
演
壇
に
上
が
っ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
方

の
応
答
を
研
修
会
参
加
者
も
聞
く
こ
と

が
で
き
、
現
実
感
を
味
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

講
演
Ⅱ
も
時
間
を
忘
れ
さ
せ
、
あ
っ

と
言
う
間
で
し
た
。
以
前
に
も
載
せ
ま

し
た
が
、
指
導
者
は
常
に
自
己
研
鑽
に

努
め
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
照
沼
会
長
を

は
じ
め
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
方
々
、
青

柳
副
会
長
、
渡
辺
研
修
委
員
長
、
髙
野

広
報
副
委
員
長
、
遠
路
お
越
し
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
も
四
年
に
入
り
、
一
月
二
週
目

か
ら
デ
ル
タ
株
に
変
わ
り
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
発
生
し
、
二
月
初
め
に
は
毎
日
、

過
去
最
高
の
感
染
者
数
の
報
道
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
が
会
員
の
皆
様

の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
こ
ろ
に
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
収
束
し
、
色
々
な
行

事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
県
西
支
部
の
総

会
も
五
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
三

年
ぶ
り
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。



　　 　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
思

う
よ
う
な
開
催
が
出
来
な
い
が
、
水
戸

支
部
の
皆
様
の
支
援
と
活
躍
を
期
待
し

感
染
症
に
負
け
な
い
で
今
後
の
更
な
る

支
部
会
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て

競
技
会
に
参
加
し
頑
張
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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広
報
委
員
長

　

君
和
田
治
也
（
鹿
行
支
部
）

広
報
副
委
員
長

　

髙
野　

照
代
（
鹿
行
支
部
）

広
報
委
員

　

高
松　

淑
子
（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子
（
水
戸
支
部
）

　

金
沢　
　

泉
（
中
央
支
部
）

　

小
林　
　

誠
（
県
南
支
部
）

　

大
竹　

幹
夫
（
県
西
支
部
）

　

関
根
あ
さ
子
（
県
西
支
部
）

　

鈴
木　

義
夫
（
事
務
局
長
）

広報委員会

　

第
八
十
四
号
会
報
発
行
に
当

た
り
皆
様
に
原
稿
執
筆
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

次
回
の
会
報
八
十
五
号
発
行
は

　

令
和
四
年
九
月
十
五
日
︵
予
定
︶
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編集後記

本協議会事務局便り

　第 84 号　

【広報募集連絡先】
〒 306-0204
茨城県古河市下大野 1463-4
TEL 0280-92-4555
FAX 0280-92-4555
茨城県スポーツ指導者協議会
　　　担当・事務局長　鈴木

皆様のご投稿を
お待ちしております！

※本協議会事務局便りは、会報８０号から２０年ぶり復活し
　て会員皆様へ新しい情報を事前に発信いたします。

✍令和４年度全県研修会・地区研修会は、下記の通り４会場
　で、コロナ対策ガイドラインを順守して、実施いたします。
　なお、案内文書は、令和４年６月上旬に郵送を予定してお
　ります。

　⑴全県研修会
　日　時　令和４年８月７日 (日 )
　会  場　水戸市・ＪＡグル－プ茨城教育センタ－
　定　員　１２０名予定

　⑵水戸地区研修会
　日　時　令和４年９月４日 (日 )
　会　場　水戸市・ＪＡグル－プ茨城教育センタ－
　定　員　１２０名予定

　⑶県南地区研修会
　日　時　令和４年１１月１３日 (日 )
　会　場　阿見町・本郷ふれあいセンター
　定　員　１５０名予定

　⑷県北地区研修会
　日　時　令和５年２月５日 (日 )
　会　場　日立市・茨城県県北生涯学習センター
　定　員　１００名予定

✍本協議会研修会のコロナ対策ガイドライン順守について
　このガイドラインは、令和２年 7 月に制定して研修会に関
　係する参加者、運営委員、講師の方々に協力していただく
　事項をまとめたものです。研修会に参加申込みの皆様にご
　理解とご協力をお願いいたします。

✎研修会ガイドライン１８項目✐
⑴施設の出入り口にアルコール消毒液を置く
⑵研修会の関係者は必ずマスクを着用する
⑶検温担当・問診担当・受付担当・司会進行・講師はフェイ
　スシ－ルドを着用する
⑷研修会の関係者は非接触体温測定を行う
⑸研修会の関係者は健康チェックシ－トに記入する
⑹参加者は通路の停止表示板の上に１．２ｍ以上間隔に並ぶ
⑺受付担当はビニール手袋して受付する
⑻会場の出入り口にアルコール消毒を用意する
⑼参加者は受付後に指定した机の席番号に着席する
⑽会場の窓及び出入り口は開放状態にする
⑾机に２名着席は中央に透明仕切り板を設置する
⑿ホ－ル座席は隣席を空席とし後方席は前列後を空席する
⒀マイクは、司会用と挨拶用の専用にして除菌する
⒁着席前、昼休み休憩、退席後に、机の上を除菌する
⒂閉会式後に修了証、カ－ドの配布及びフェアプレイ宣言　
　アンケート用紙は、受付係が参加者の席に行って回収する
⒃参加者は閉会式後に着席のまま待機し、席番号の若い番号
　から退席の誘導を司会進行が行う
⒄主催者はいばらきアマビエちゃんを登録する
⒅開催会場の利用基準を厳守して施設管理者と連携する


